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１ 土木建築局の取組

豪雨災害からの復旧・復興

①「平成30年７月豪雨災害 砂防・治山施設整備計画」における緊急事業が概ね完了した。

②平成30年７月豪雨に伴う公共土木施設の災害復旧事業について，約９割の箇所（2,228箇
所）の工事が完成した。

（1）令和３年度土木建築局の主な取組

「平成30年７月豪雨災害 砂防・治山施設整備計画」にお
ける緊急事業が概ね完了（水尻川：呉市安浦町三津口）

① 「平成30年７月豪雨災害 砂防・治山施設整備計画」に
おける緊急事業が概ね完了

② 災害復旧事業の推進
③ 熊野町川角地区における平成30年７月豪雨に対する土砂

災害対策の完了

① Ｒ３.６

② Ｒ４.３
③ Ｒ４.３.８

③平成30年７月豪雨に伴う土砂災害により甚大な被害をうけた熊野町川角地区において，す
べての土砂災害対策が完了した。

平成30年７月豪雨や令和３年７月・８月豪雨など，県内各所で豪雨等による水害や土砂災害が発生
し，甚大な被害が生じた。

県では，被災地における災害復旧事業や改良復旧事業による再度災害防止対策に最優先で取り組む
とともに，被災者の住宅再建に向けた支援など，一日でも早い日常を取り戻すための取組を推進して
いる。

熊野町川角地区における平成30年７月豪雨に対する
土砂災害対策の完成

【平成30年７月豪雨対応】
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① 災害復旧事業の推進
② 令和３年７月・８月豪雨による被災者に対する

住宅再建に係る支援
③ 「令和３年豪雨 改良復旧プロジェクト」の策定・公表

① Ｒ３.７～
② Ｒ３.８～

③ Ｒ４.３.３

令和３年豪雨改良復旧プロジェクトの策定・公表

②令和３年７月・８月豪雨災害による被災者の自宅再建に係る支援を行い，賃貸型応急住宅に
ついては13世帯が入居した（全て広島市）。また，被災住宅の応急修理については広島市，
安芸高田市，北広島町の３市町で合計68件の申込みがあり，このうち65件が完了した。

③令和３年７月・８月豪雨により甚大な浸水被害が発生した県内６河川について，再度災害防
止の観点から，一連の区間において河道拡幅などによる改良復旧を行うこととし，対策の実
施箇所や内容，スケジュール等を示した「令和３年豪雨 改良復旧プロジェクト」をとりまと
め，公表した。

①令和３年７月・８月豪雨等により被災した公共土木施設の早期復旧に向け，災害復旧事業を
実施している（査定決定ベース：930箇所，188億円）。

【令和３年豪雨対応】
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① 広島市における土砂災害警戒情報の発表区域の変更
② 道の駅「西条のん太の酒蔵」 防災道の駅に選定
③ 土砂災害警戒区域等の３Ｄマップ表示の運用開始

① Ｒ３.６.８
② Ｒ３.６.11
③ Ｒ３.７.27

①広島市における土砂災害警戒情報の発表区域単位を市全域から行政区に分割した８区に変更
した。

②東広島市に整備中の道の駅「西条のん太の酒蔵」が，広域的な防災機能を有する「防災道の
駅」に選定された（Ｒ３.６.11）。また，新たな道の駅として登録された（Ｒ４.２.９）
（開業はＲ４.７予定）。

③地形を３次元で表した３Ｄマップ上に土砂災害警戒区域等を表示できる機能を追加し，県ホー
ムページの「土砂災害ポータルひろしま」での運用を開始した。

防災・減災対策の推進
激甚化する気象災害や巨大地震による社会経済活動への影響を最小限とするため，効果的・効率的

にハード対策を推進するとともに，デジタル技術を活用した防災意識の向上や，防災情報をリアルタ
イムで発信するなどのソフト対策により，災害に的確に備え，行動できる社会の構築に向けて取り組
んでいる。

広島市における土砂災害警戒情報の発表区域の変更

土砂災害警戒区域等の３Ｄマップ表示の運用開始
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④ 水防法に基づく高潮浸水想定区域図の公表
⑤ 「Yahoo!防災速報」における「マイ・タイムライン」

機能の実装
⑥ 全ての県管理河川の洪水浸水想定区域図を作成し公表

④ Ｒ３.８.19
⑤ Ｒ３.８.31

⑥ Ｒ３.９.22

④広島県沿岸で想定し得る最大規模の高潮が発生した場合に，想定される浸水の範囲等を公表し
た。

⑤県が企画段階から協力し，「Yahoo!防災速報」に「マイ・タイムライン」を作成できる機能を
実装した。

⑥水害リスクの空白地域を解消するため，中小河川の洪水浸水想定区域図の作成を進め，全ての
県管理河川及び国管理河川の洪水浸水想定区域図を「洪水リスクマップ」として公表した。

「Yahoo!防災速報」における「マイ・タイムライン」機能の実装

全ての国・県管理河川の洪水浸水想定区域図を作成・公表
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⑦ 広島県庁舎本館等の耐震化工事が完了 Ｈ31.３.５～
Ｒ４.２.18

・３年に及ぶ県庁舎の耐震化工事が
令和４年２月に完了した。

・平成30年７月豪雨や令和３年７・８月豪雨等において大規模な浸水被害が発生した江の川上流
域及び本川流域を特定都市河川流域に指定し，流域治水を強力に推進していくため，中国地方
初となる指定に向けた流域関係市町への意見聴取の手続きを開始した。

⑧ 一級河川江の川の上流域及び二級河川本川流域の特定都市河
川の指定に向けた手続きに着手

Ｒ４.３.28
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⑨ 二級水系流域治水プロジェクトの策定・公表
⑩ 国道２号 大野地区防災対策 事業化

① Ｒ４.３.30
② Ｒ４.３

二級水系流域治水プロジェクトの策定・公表

⑩国道２号の廿日市市大野地区における防災対策事業の事業化が決定した。

⑨本県における二級水系について，「流域治水」を推進するために，流域全体で実施すべき治水
対策の全体像を「流域治水プロジェクト」としてとりまとめ，策定・公表した。

策定・公表した水系（赤枠内47水系）
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③ Ｒ３.12.３
④ Ｒ４.３.３
⑤ Ｒ４.３.３

① 受注者間の協議・臨場等の高度化・効率化
② 県土全体の３次元デジタル化の推進

① Ｒ３.９.22
② Ｒ３.10.７

デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進

①受発注者の業務効率化を図るため，ウェアラブルカメラ，スマートフォン，タブレット等の
モバイル端末等を活用し立会等を行う遠隔臨場を開始した。

②県土全体の３次元デジタル化に向け，ＤｏｂｏＸと国が構築を進めている３次元点群共有プ
ラットフォームを連携し３次元点群データの共同利用することを公表した。

④建設分野の生産性向上を図るため，主要な土木構造物に３次元モデルを活用するＣＩＭ業務や，
ＩＣＴ技術を建設現場に導入するＩＣＴ活用工事の活用を拡大した（ＣＩＭ業務12件，ＩＣＴ
施工21件）。

③各建設事務所に配置するドローンを有効活用するため，環境県民局とドローンの共同利用を開始
した。

土木建築局では建設分野における調査，設計，施工から維持管理のあらゆる段階において，デジタ
ル技術を最大限に活用し，官民が連携して公共土木施設等のインフラをより効果的・効率的にマネジ
メントするための取組を推進している。

県土全体の３次元デジタル化の推進
（中国地方整備局公表資料抜粋）

③ ドローンの共同利用の開始
④ 建設分野の生産性向上に向けたi-Constructionの推進
⑤ 「広島デジフラ構想」～デジフラ２ndステージへ～

ドローンの共同利用の開始

⑤建設分野におけるＤＸ推進施策をとりまとめた「広島デジフラ構想」に，新たに空港，港湾，
管理部門等の取組案を追加し「広島デジフラ構想2022～デジフラ２ndステージへ～」として改
訂した。

建設分野の生産性向上に向けたi-Constructionの推進
（作業計画の立案の事例）
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・広島呉道路４車線化事業の工事が始まり，
令和３年７月18日に着工式が開催された。

道路ネットワークの充実・強化

① 広島市東部地区連続立体交差事業の鉄道工事に本格着手 Ｒ３.５.24

Ｒ３.８.５

④ 海田大橋ETC通行料金の見直し Ｒ３.10.25

・（主）矢野安浦線（川角工区）を令和３年
８月に供用開始した。

③ （主）矢野安浦線（川角工区）供用開始

・広島市東部地区連続立体交差事業の安全祈願祭を実施し，６月から鉄道工事に本格着手した。

・港湾物流等の円滑化や利用者の利便性向上を図るため，ETC通行料金を終日半額とする
料金改正を実施した。

② 広島呉道路４車線化 着工 Ｒ３.７.18

⑤ （主）高田沖美江田島線（高祖バイパス）供用開始 Ｒ３.11.８

・（主）高田沖美江田島線（高祖バイパス）を
令和３年11月に供用開始した。
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・一般国道375号阿賀ＩＣ立体化（Ｌ＝0.9ｋｍ）
が令和４年３月19日に完成した。

⑥ 一般国道375号東広島呉自動車道阿賀ＩＣ立体化 完成 Ｒ４.３.19

Ｒ４.３.27⑦ 向洋駅仮跨線橋及び北口仮駅舎の供用開始

・国道２号広島南道路（木材港
西～廿日市）の事業化が決定
した。

・広島市東部地区連続立体交差事業により，
向洋駅の仮跨線橋及び北口仮駅舎が完成し
供用を開始した。

・浜田自動車道の大朝ＩＣ～旭ＩＣ間の一部（Ｌ＝11.2ｋｍ）について，４車線化の事業化
が決定した。

Ｒ４.３⑧ 国道２号広島南道路（木材港西～廿日市） 事業化

Ｒ４.３⑨ 浜田自動車道４車線化 事業化（大朝IC～旭IC）
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